







































































量をそれぞれ ， とする．同様にプローブの質量を ，相互作用前と後の運動量をそ



















となる．ここで は位相因子であり，テンソル積 を と



















を用いて対象粒子の位置 と の測定値を求めているので， や は や
























































































と の固有ベクトルをそれぞれ ， とする：
 （27）
　重心運動量と相対運動は分離しているので，相互作用後の相対位置 は重心位置 に依
存しない．本論文で考察している位置測定では ， は ， の関数であってはなら
ないので， は ， の関数ではない．よって とかける．
これより として，
 （28）
を得る．また として を得るので， のユニタリ性























































らの項が無視できなければ，一般には や は や に依存してしまうので， の













　 のとき ， となり，上で述べたことと一致している．また
， は整数のとき ， となるので，式（35），（36）















や に依存している項（それは時間 に依存した項でもあるが）を省いた結果は， で運
動エネルギーの項を省いたときに得られる結果と一致している．少なくともこのハミルトニ
アンの場合には，運動エネルギーを無視するという通常おこなわれている近似は，得られた
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